
 

 

 

 

 

 

 

 

共 済 事 業 の 概 要 

      

 
 

 
※ この資料は、当法人の事業計画体系と共済事業の要点について説明を加え    

たものです。特に、共済事業については、「共済事業のしおり」や「様式」 

について、注意点等を含めて説明を加えておりますので、事務処理の参考

資料としてご活用ください。 
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【１ 事業計画体系 】 

 

 

【説明要点】 

 

☆ 基本方針は、「健康の保持増進に関する事業や安全確保に関する事業を行い、学校 

教育活動及びＰＴＡ活動の円滑な展開に寄与する。」です。 

 

☆ 力点・施策・定款第４条の事業は記載のとおりです。 

 

☆ 事業体系は、健全育成事業、研究大会等支援事業、安全普及事業、共済事業 

の４事業を実施しています。  

 



 

 

☆ 健全育成事業 

〇家庭教育電話相談事業「ＰＴＡすくすくライン」の実施 

・月曜日～金曜日の９：００から１７：００まで、専門の電話相談員が対応し

ています。 

・「ＰＴＡすくすくラインカード」を、毎年 10 月上旬に、全児童生徒の家庭に 

配付しています。（※要請により一部未配付団体あり） 

【令和６年度ＰＴＡすくすくラインカード表裏】 

 

  

〇県校外生活指導連絡協議会への助成 

 ・毎年、427 万円助成しています。 

 ・県校外生活指導連絡協議会へ助成し、県校外生活指導連絡協議会から各市町 

村校外生活指導連絡会へ助成されています。 

※事業名の下に「公益目的支出計画」とありますが、当法人が、平成 24年４月 特例民法

法人から一般財団法人へ移行する際の条件として「公益目的支出計画」の作成があり、

この健全育成事業を申請し認可されたところであり、設立から４８年間の事業計画とな

っています。 

 

☆ 研究大会等支援事業 

〇県外ＰＴＡ研究大会への支援 

 ・日Ｐ大会、九Ｐ大会、全高Ｐ連大会、九高Ｐ連大会への参加人数に応じて、 

  100 万円を上限に県Ｐ連へ助成しています。 

 ・令和６年度の助成額は、622,000 円です。 

〇県特別支援学校ＰＴＡ連絡協議会への支援 

 ・毎年、５万円助成しています。 

 

☆ 安全普及事業 

〇安全・安心に関する研修会等への助成 

 ・「AEＤ」「スマートフォン等」「交通安全」に関する研修会等への助成です。 

・単位ＰＴＡ等で実施される保護者を中心とした研修会等が対象で、それぞれ 

の研修会等に年１回１万円以内となっています。 

・令和６年度の助成額は、延べ 80 単位ＰＴＡに対して 765,652 円です。 

※申請様式等は、当法人のホームページをご利用ください。 
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【２ 共済事業の概要】 

・共済事業の概要については、以下「共済事業のしおり」を中心に説明します。 

・「共済事業のしおり」を準備していただけると理解しやすいと思います。 

・説明の中に、（  ）書きで、共済規程の該当条項を記載しましたので参考にし 

てください。                      

 

 

 

【説明要点】 

 

☆ 共済事業は、「ＰＴＡ安全の部」と「子ども安全の部」があります。（第２条） 

 

☆ 共済期間は、１年ですので、 毎年手続きをする必要があります。（第３条） 

  ※３月末日までに契約、６月末日までに加入手続きが完了した場合４月１日より１年間  

※上記手続き完了で７月１日以降の追加加入の場合は、会費振込日翌日より年度末まで         

 

☆ 共済契約者は、単位ＰＴＡ会長となります。（第５条・第 16 条） 

  ※個人契約ではく団体契約となります。 



 

【３- (1) ＰＴＡ安全の部】 

 

【説明要点】 

１ 会費は、年間 100 円で、Ｐ会員は「1 戸当たり」100 円です。       

会費内訳は、共済事業に充当するのが 70 円、その他事業に充当するのが  

30 円です。（第８条と第 40 条）                       

※その他事業：健全育成事業、研究大会等支援事業、安全普及事業、法人会計 

２ 共済契約者は、県内の単位ＰＴＡ会長です。 (第５条) 

３ (1) 被共済者は、会員である保護者、教職員及び支援者です。（第６条）           

※支援者は、ＰＴＡの準会員やスクールガードなどです。 

(2) ＰＴＡ活動に代理参加した児童生徒の親族も対象ですが、事前に単位ＰＴＡ 

会長が認めていることが必要です。 

４ 対象活動は、ＰＴＡ行事関係、学校行事関係、そして、ＰＴＡが参加を計画し

た他の機関・団体の行事で活動内容例は表に記載どおり（第７条）            

 ※この活動には、所定の場所と自宅の往復経路を含みます。 

 

 

 



 

【３- (2) 活動区分・活動内容例】 

 

【説明要点】 

 

（１）ＰＴＡ行事関係は、ＰＴＡが主催する行事等です。 

   ※ミニバレーボールや奉仕作業時のけがや蜂刺され等の報告がよくありま

す。 

 

（２）学校行事関係は、ＰＴＡが積極的に参加する学校行事です。 

   ※運動会のリレーでのけがの報告がよくあります。 

 

（３）他の機関・団体の行事は、単位ＰＴＡとして参加する他の機関・団体が主催

する行事です。 

   ※市町村の実行委員会主催の行事に、単位ＰＴＡとして参加した際のけがの 

    報告がよくあります。 

 

※災害が発生した場合は、いずれもＰＴＡ会長の参加依頼文書等が必要です。 



 

【３- (3) 活動区分と共済金額】 

 

【説明要点】 

☆ 負傷共済金は、１日につきの定額です。                     

入院は１日 3,200 円、通院は１日 2,500 円で、それぞれ 180 日と 90 日限度 

となります。 

☆ 交通事故の場合                              

負傷共済金は、入院は 13,000 円、通院は 10,000 円です。         

 ※何日入院しても 13,000 円、何日通院しても 10,000 円です。             

 ※通院と入院があった場合は、23,000 円です。       （第１２条） 

 

 

 

 


